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人口の変化に見る国分寺市の移り変わり　―昭和初頭から市制施行まで―
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人
口
の
変
化
に
見
る
国
分
寺
市
の
移
り
変
わ
り　
―
昭
和
初
頭
か
ら
市
制
施
行
ま
で
―

宮
川　
展
夫

　
　
は
じ
め
に

　

令
和
七
年（
二
〇
二
五
）四
月
一
日
現
在
、国
分
寺
市
の
人
口
は
、

一
二
九
，五
七
八
人
、
世
帯
数
は
六
四
，九
〇
四
世
帯
と
な
っ
て

い
る1

。
市
は
令
和
六
年
一
一
月
に
市
制
施
行
六
〇
周
年
を
迎
え

た
が
、
そ
の
間
に
市
の
人
口
・
世
帯
数
は
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
昭
和
初
頭
か
ら
国
分
寺
市
が
誕
生
し
た
昭
和
三
九
年

（
一
九
六
四
）
頃
に
焦
点
を
当
て
て
、
人
口
や
世
帯
数
の
推
移
を

読
み
解
い
て
い
く
こ
と
と
す
る2

。

　
　
１
．
戦
前
か
ら
戦
後
に
お
け
る
人
口
の
推
移

　

国
分
寺
は
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
市
制
・
町
村
制
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
戸
倉
新
田
外
九
ヶ
村
組
合
が
合
併

し
、
国
分
寺
村
と
な
っ
た3

。
そ
の
後
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）

に
町
制
を
施
行
し
、
国
分
寺
町
と
な
っ
た4

。
国
分
寺
村
時
代
の

人
口
と
世
帯
数
を
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
実
施
さ
れ
た
第

一
回
国
勢
調
査
の
結
果
か
ら
み
る
と
、
人
口
が
四
，六
一
八
人
、

世
帯
数
が
八
〇
一
世
帯
で
あ
る5

。
次
に
、
国
分
寺
町
と
な
っ
た

昭
和
一
五
年
を
見
る
と
、
人
口
が
九
，四
五
〇
人
、
世
帯
数
が
一
，

七
二
五
世
帯
で
あ
る6

。
二
〇
年
間
の
間
に
人
口
・
世
帯
数
と
も

に
ほ
ぼ
倍
増
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
も
国
分
寺
町
の
人
口
は
順
調
に
増
加
し
、
翌
一
六
年
に

は
人
口
が
一
〇
，〇
三
〇
人
と
な
り
、
一
〇
，〇
〇
〇
人
を
突
破

し
た
（
図
１
）。
終
戦
翌
年
の
昭
和
二
一
年
に
は
一
五
，八
二
四

人
と
な
り
、
二
七
年
に
は
二
〇
，七
二
一
人
と
な
り
、
概
ね
五
年

前
後
で
約
五
，〇
〇
〇
人
ず
つ
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
人
口
が
二
〇
，〇
〇
〇
人
を
突
破
し
た
昭
和
二
七
年

に
は
第
四
小
学
校
が
、
二
年
後
の
二
九
年
に
は
第
二
中
学
校
が
新

設
さ
れ
て
お
り
、
若
年
層
の
人
口
も
大
き
く
増
加
し
て
い
た
こ
と
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が
み
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
人
口
が
二
〇
，〇
〇
〇
人
を
超
え
た
翌
二
八
年
に
町

村
合
併
促
進
法
（
昭
和
二
八
年
法
律
第
二
五
八
号
）
が
成
立
す
る
。

こ
れ
は
「
深
刻
化
し
て
き
た
地
方
公
共
団
体
の
赤
字
を
、
町
村
合

併
に
よ
る
財
政
基
盤
の
強
化
で
乗
り
切
ろ
う
と
す
る
も
の
」7

で
、

概
ね
人
口
八
，〇
〇
〇
人
未
満
の
町
村
を
解
消
す
る
目
的
で
あ
っ

た
。
国
分
寺
町
の
人
口
は
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
翌
二
九
年

九
月
に
発
表
さ
れ
た
「
東
京
都
市
町
村
合
併
計
画
」
で
は
、
国
分

寺
町
と
小
平
町
（
当
時
）
と
の
合
併
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
小
平
町

は
国
分
寺
町
よ
り
人
口
が
多
く
、
二
九
年
に
は
二
五
，一
〇
三
人

で
あ
っ
た8

。
そ
の
た
め
、
両
町
と
も
町
村
合
併
促
進
法
の
求
め

る
要
件
は
満
た
し
て
い
た
が
、
都
の
計
画
で
は
「
市
制
施
行
の
た

め
の
町
村
合
併
」
を
求
め
て
い
た
。

　

こ
の
合
併
の
動
き
は
、
小
金
井
町
（
当
時
）
も
加
わ
り
三
町
合

併
の
方
向
で
進
ん
で
い
く
。
国
分
寺
町
で
は
町
報
（
昭
和
二
九
年

一
二
月
一
五
日
・
号
外
）
で
「
町
村
合
併
の
問
題
」
が
報
じ
ら
れ

た
。
合
併
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
く
一
方
で
、
反
対
の
動
き
も
急

速
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
三
〇
年
一
月
に
三
町
の
町

長
は
会
合
を
持
ち
、
合
併
の
一
時
延
期
が
決
せ
ら
れ
、
頓
挫
し
た
。

　

昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
国
分
寺
町
の
人
口
の
増
加
ス
ピ
ー
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　図１　昭和５年～ 39 年　国分寺における人口変遷（各年１月１日時点）
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ド
は
さ
ら
に
加
速
す
る
。
昭
和
三
〇
年
に
二
五
，七
六
三
人
に

達
し
た
人
口
は
、
三
三
年
に
は
三
〇
，七
七
五
人
、
三
五
年
に

三
七
，〇
四
六
人
と
三
五
，〇
〇
〇
人
を
突
破
し
て
お
り
、
二
～

三
年
で
約
五
，〇
〇
〇
人
ず
つ
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
七

年
に
は
人
口
が
四
二
，八
五
七
人
と
な
り
、
四
〇
，〇
〇
〇
人
台

に
な
る
と
、
翌
年
に
は
四
七
，五
七
〇
人
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の

三
九
年
に
は
五
一
，七
九
七
人
と
な
る
。
三
七
年
か
ら
三
九
年
の

三
年
間
に
お
け
る
前
年
比
の
平
均
増
加
数
は
四
，二
七
五
人
で
あ

り
、
短
期
間
で
国
分
寺
町
の
人
口
は
大
き
く
増
加
し
た
。

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
六
七
号
）
で
は
、
普
通

地
方
公
共
団
体
が
市
と
な
る
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
人
口
五
〇
，

〇
〇
〇
人
以
上
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
国
分
寺
町
は
昭

和
三
八
年
度
に
こ
の
条
件
を
達
成
し
、
他
の
要
件
も
あ
わ
せ
て
市

制
施
行
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
し
て
、
市
と
な
る
べ
く
手
続

き
を
進
め
、
三
九
年
一
一
月
三
日
に
市
制
を
施
行
し
た9

。

　

昭
和
三
〇
年
代
の
一
〇
年
間
で
国
分
寺
町
の
人
口
は
、
約

二
六
，〇
〇
〇
人
増
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期

の
学
校
建
設
は
、
三
六
年
に
第
三
中
学
校
が
、
三
八
年
に
第
五
小

学
校
が
新
設
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
人
口
は
昭
和
二
〇
年
代
（
約

一
〇
，〇
〇
〇
人
の
増
加
）
と
比
べ
て
も
大
き
く
増
加
し
て
い
る

が
、
小
中
学
校
の
新
設
が
相
次
い
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方

で
、
校
舎
の
増
築
は
複
数
の
学
校
で
行
わ
れ
て
お
り
、
学
校
の
新

設
と
既
存
学
校
の
拡
充
と
い
う
か
た
ち
で
児
童
・
生
徒
数
の
増
加

に
対
応
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
　
２
．
前
年
比
人
口
増
減
数

　

昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
に
人
口
が
一
〇
，〇
〇
〇
人
を
突

破
し
て
以
降
、
二
七
年
に
二
〇
，〇
〇
〇
人
を
突
破
す
る
ま
で
に

一
一
年
、
三
三
年
に
三
〇
，〇
〇
〇
人
を
超
え
る
ま
で
に
六
年
、

三
七
年
に
四
〇
，〇
〇
〇
人
を
上
回
る
ま
で
四
年
、
さ
ら
に
三
九

年
に
五
〇
，〇
〇
〇
人
と
な
る
ま
で
二
年
と
、
国
分
寺
町
時
代
の

人
口
は
加
速
度
的
に
増
加
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
伸
び
は
、
必
ず

し
も
毎
年
一
定
数
で
伸
び
続
け
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

図
２
は
、
昭
和
五
年
か
ら
三
九
年
に
お
け
る
前
年
比
の
人
口
増

加
数
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
戦
前
・
戦
中
期
で
は
、
男
女

と
も
に
前
年
比
の
人
口
増
が
五
〇
〇
人
を
超
え
る
（
総
数
で
一
，

〇
〇
〇
人
を
超
え
る
）
の
は
、昭
和
一
五
年
の
一
年
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
女
性
の
人
口
は
、
昭
和
六
年
や
二
三
年
を
見
る
と
、
前
年

比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
要
因
に
つ
い
て
は
後
考
を
期
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し
た
い
が
、
男
女
別
に
見
る
と
、
人
口
は
必
ず
し
も
右
肩
上
が
り

と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

昭
和
二
〇
年
か
ら
二
二
年
に
か
け
て
は
、
前
後
の
年
と
比
べ
て

も
増
加
数
が
突
出
し
て
い
る
。
特
に
男
性
は
毎
年
一
，〇
〇
〇
人

を
超
え
る
増
加
数
と
な
っ
て
お
り
、大
き
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

基
準
日
で
あ
る
一
月
一
日
の
う
ち
、
二
〇
年
に
つ
い
て
は
戦
時
中

で
あ
る
が
、
二
一
年
と
二
二
年
に
つ
い
て
は
、
終
戦
後
の
外
地
か

ら
の
引
揚
げ
や
戦
地
か
ら
の
復
員
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
あ
わ
せ
て
、
二
二
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
は
い
わ

ゆ
る
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
時
期
で
も
あ
り
、
出
生
数
の
増
加

も
町
の
人
口
が
増
え
た
一
因
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
人
口
の
伸
び
は
一
旦
落
ち
着
き
を
み
せ
る
が
、
昭

和
二
七
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
再
び
年
間
の
増
加
数
が
一
，

〇
〇
〇
人
を
超
え
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
四
年
間
で
の
年
平
均
増

加
数
は
一
，五
四
〇
人
で
あ
り
、
人
口
が
二
〇
，〇
〇
〇
人
台
か

ら
二
五
，〇
〇
〇
人
台
へ
と
伸
び
て
い
く
。

　

昭
和
三
一
年
に
は
前
年
比
八
五
一
人
増
と
五
年
ぶ
り
に
増
加
数

が
一
，〇
〇
〇
人
を
下
回
る
が
、
三
二
年
以
降
は
再
び
増
加
傾
向

が
加
速
す
る
。
こ
の
年
か
ら
四
六
年
ま
で
一
五
年
連
続
で
前
年
比

人
口
の
増
加
数
は
一
，〇
〇
〇
人
を
上
回
り
、
四
〇
年
に
は
前
年
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　図２　昭和５年～ 39 年　国分寺における男女別前年比の人口増減（各年１月１日時点）
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比
六
，六
六
七
人
増
と
最
大
の
増
加
数
を
記
録
し
た
。
国
分
寺
市

の
誕
生
は
、
こ
の
大
幅
な
人
口
増
加
の
中
で
の
こ
と
で
あ
り
、
市

制
施
行
と
あ
わ
せ
て
、
急
激
な
住
宅
地
化
の
進
展
の
中
で
、
市
域

の
様
子
も
大
き
く
変
容
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
人
口
の
変
化
か
ら

も
想
像
で
き
よ
う
。

　

一
方
で
、
こ
う
し
た
急
激
な
人
口
の
増
加
は
、
国
分
寺
だ
け
の

事
例
で
は
な
か
っ
た
。
周
辺
地
域
も
含
め
て
急
速
な
都
市
化
が
進

展
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
無
秩
序
な
開
発
が
問
題
に
も
な
っ
て

い
た
。
こ
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
、
政
府
は
「
首
都
圏
の
整

備
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
実
施
を
推
進
す
る

こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、昭
和
三
一
年
四
月
に
首
都
圏
整
備
法
（
昭

和
三
一
年
法
律
第
八
三
号
）
を
公
布
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
首
都

圏
を
「
既
成
市
街
地
」・「
近
郊
地
帯
」・「
市
街
地
開
発
区
域
」
の

三
つ
に
区
分
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
「
近
郊
地
帯
」
を
「
既
成
市

街
地
の
秩
序
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
緑
地
地
帯
を
設
定
す
る
必
要

が
あ
る
」
区
域
と
位
置
づ
け
た
。

　

国
分
寺
町
を
含
む
多
摩
地
域
の
自
治
体
の
多
く
は
、
こ
の
「
近

郊
地
帯
」
に
区
分
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
、
住
宅
地
化
や
都
市
化

が
抑
制
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
地
元
で
は
反
対
運
動

が
起
き
た10

。
国
分
寺
町
で
も
、
昭
和
三
一
年
の
人
口
は
、
二
五
，

〇
〇
〇
人
を
突
破
し
て
お
り
、
直
近
五
年
の
人
口
増
加
数
の
平
均

も
一
，四
〇
〇
人
を
上
回
る
な
ど
、
人
口
増
加
の
傾
向
は
顕
著
に

な
っ
て
き
て
い
た
。今
後
も
さ
ら
な
る
町
の
発
展
を
図
る
上
で
は
、

緑
地
地
帯
（
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
）
の
設
定
に
よ
っ
て
発
展
が
阻
害

さ
れ
る
こ
と
は
懸
念
材
料
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

さ
て
、
話
を
人
口
の
増
減
数
に
戻
そ
う
。
三
二
年
か
ら
三
四
年

に
か
け
て
の
三
年
間
で
特
徴
的
な
の
が
、
女
性
の
増
加
数
が
男

性
の
増
加
数
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
三
七
年
・

三
八
年
も
女
性
の
増
加
数
が
男
性
を
上
回
っ
て
い
る
。
要
因
に
つ

い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
一
つ
の

特
徴
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
、
三
一
年
一
二
月
に
は
、
国
分
寺
駅
南
口
が
、
三
四
年
九

月
に
は
国
立
駅
北
口
が
開
設
さ
れ
て
い
る11

。
ま
た
、
三
〇
年
二

月
に
は
西
武
国
分
寺
線
の
恋
ヶ
窪
駅
も
開
業
し
て
お
り
、
鉄
道
や

駅
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
は
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
町
の

発
展
を
推
し
進
め
る
要
因
と
な
ろ
う
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
女
性
人

口
が
大
き
く
増
加
し
た
理
由
に
は
な
り
得
な
い
が
、
人
口
の
増
加

に
よ
っ
て
起
き
た
ま
ち
の
変
化
が
、
さ
ら
な
る
人
口
増
を
呼
ぶ
と

い
う
循
環
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

昭
和
三
五
年
に
は
、
前
年
比
で
人
口
が
四
，三
八
七
人
増
加
し
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て
お
り
、
初
め
て
一
年
で
の
人
口
増
加
数
が
四
，〇
〇
〇
人
を
超

え
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
国
分
寺
に
お
け
る
前
年
比
人
口

の
最
大
の
増
加
は
、
四
〇
年
の
六
，六
六
七
人
で
あ
る
が
、
三
五

年
の
前
年
比
増
加
数
は
、
記
録
の
残
る
限
り
四
番
目
で
あ
る
。
前

年
一
〇
月
に
は
、
鉄
道
技
術
研
究
所
（
現
公
益
財
団
法
人
鉄
道
技

術
総
合
研
究
所
）
が
平
兵
衛
新
田
（
現
光
町
）
に
移
転
し
て
き
て

お
り12

、
そ
の
関
係
者
も
一
定
数
市
域
や
そ
の
周
辺
に
居
住
し
た

と
想
定
す
れ
ば
、
四
，〇
〇
〇
人
を
超
え
る
人
口
増
の
一
因
と
し

て
考
慮
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
昭
和
三
七
年
に
は
、
前
年
比
三
，

八
八
五
人
増
、
翌
三
八
年
に
は
四
，七
一
三
人
増
、
三
九
年
に
は

四
，二
二
七
人
増
と
大
幅
な
人
口
増
加
の
傾
向
は
、
短
期
的
な
ト

レ
ン
ド
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
て
人
口
が
増
え
続
け
る
中
で
、
国
分
寺
町
の
事
務
処
理

も
増
え
続
け
て
い
っ
た
。
当
時
の
町
役
場
は
、
そ
れ
ま
で
恋
ヶ
窪

（
現
東
恋
ヶ
窪
四
丁
目
）
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
庁
舎
は
明
治
四
三

年
（
一
九
一
〇
）
三
月
に
竣
工
し
た
も
の
で
、
約
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
使
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
老
朽
化
が

激
し
く
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
も
基
準
面
積
を
は
る
か
に
下
回
る
状
態

で
あ
っ
た13

。
こ
の
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
町
で
は
役
場
の
移
転

を
決
定
し
、
昭
和
三
八
年
三
月
に
、
戸
倉
新
田
（
現
戸
倉
一
丁
目
）

の
地
へ
移
転
し
た14

。

　
　
３
．
世
帯
数
の
変
化

　

こ
こ
ま
で
人
口
の
変
化
や
、
前
年
比
の
人
口
増
減
か
ら
、
国
分

寺
に
お
け
る
変
化
を
見
て
き
た
。
続
い
て
世
帯
数
の
変
化
に
着
目

し
な
が
ら
、
市
域
の
変
化
を
見
て
い
こ
う
。

　

は
じ
め
に
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
四

月
一
日
現
在
に
お
け
る
世
帯
数
は
六
四
，九
〇
四
世
帯
と
な
っ
て

い
る
が
、昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
一
月
一
日
時
点
の
世
帯
数
は
、

わ
ず
か
に
一
，一
九
〇
世
帯
で
あ
り
、
現
在
の
一
．八
三
％
に
過

ぎ
な
い
。
同
じ
条
件
で
人
口
を
み
る
と
、
昭
和
五
年
一
月
一
日
時

点
の
人
口
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
現
在
の
人
口
の
四
．九
八
％

な
の
で
、
当
時
の
世
帯
数
が
今
と
比
べ
て
如
何
に
少
な
か
っ
た
か

が
見
て
取
れ
よ
う
。

　

そ
の
世
帯
数
も
、
基
本
的
に
は
人
口
の
増
加
に
伴
っ
て
増
加
傾

向
に
あ
る
（
図
３
）。
昭
和
一
七
年
に
は
世
帯
数
が
二
，〇
〇
〇

世
帯
を
超
え
、
二
，一
三
〇
世
帯
と
な
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
年
に

は
二
，五
〇
〇
世
帯
を
上
回
り
二
，八
六
一
世
帯
に
、
翌
二
一
年

に
は
三
，三
五
〇
世
帯
、
二
二
年
に
は
三
，七
一
一
世
帯
と
短
期
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間
に
三
，〇
〇
〇
世
帯
と
三
，五
〇
〇
世
帯
を
超
え
る
。
ち
な
み

に
、
こ
の
昭
和
二
〇
年
か
ら
二
二
年
は
、
人
口
に
お
い
て
も
大
き

な
伸
び
を
見
せ
て
い
る
時
期
で
あ
り
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て

人
口
・
世
帯
数
と
も
に
顕
著
な
増
加
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
も
世
帯
数
は
緩
や
か
に
増
加
し
て
い
き
、
昭
和
二
六

年
に
は
四
，〇
六
四
世
帯
と
四
，〇
〇
〇
世
帯
を
突
破
す
る
。
翌

二
七
年
か
ら
人
口
の
増
加
傾
向
が
加
速
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た

が
、
こ
れ
は
世
帯
数
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
二
八

年
に
四
，六
九
二
世
帯
と
四
，五
〇
〇
世
帯
を
超
え
る
と
、
翌
年

に
は
五
，〇
八
二
世
帯
に
、
二
年
後
の
三
一
年
に
は
五
，七
〇
四

世
帯
に
、
三
二
年
に
は
六
，四
六
二
世
帯
に
達
す
る
。
特
に
三
二

年
か
ら
四
六
年
に
か
け
て
は
毎
年
五
〇
〇
世
帯
以
上
の
急
激
な
増

加
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
中
で
も
、
三
七
年
か
ら
四
六
年

に
か
け
て
の
一
〇
年
間
は
、
毎
年
一
，〇
〇
〇
世
帯
以
上
増
加
し

て
お
り
、
人
口
・
世
帯
数
と
も
に
最
も
増
加
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、
三
七
年
に
は
世
帯
数
が
一
〇
，〇
〇
〇
世
帯
を
超
え
、

一
一
，三
二
二
世
帯
と
な
る
。

　

翌
三
八
年
は
人
口
・
世
帯
数
と
も
に
大
き
く
伸
び
た
年
で
あ
っ

た
。
世
帯
数
は
前
年
比
プ
ラ
ス
二
，〇
七
八
世
帯
で
あ
り
、
記
録

が
残
る
な
か
で
歴
代
二
位
の
増
加
数
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
に
お
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10,000
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５
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　図 3　昭和 5 年～ 39 年　国分寺における世帯数の推移（各年 1 月 1 日時点）
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　図４　昭和 5 年～ 39 年　国分寺における人口・世帯数の増減率（各年 1 月 1 日時点）

い
て
も
同
年
は
歴
代
三
位
の
増
加
数
で
あ
っ
た
の
で
、
人
口
・
世

帯
数
と
も
に
一
年
で
大
幅
に
増
加
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、

市
制
施
行
を
迎
え
る
三
九
年
に
も
前
年
比
で
プ
ラ
ス
一
，七
三
五

世
帯
と
な
っ
た
こ
と
で
、
国
分
寺
の
世
帯
数
は
一
五
，一
三
五
世

帯
と
な
っ
た
。
昭
和
五
年
に
は
わ
ず
か
一
，一
九
〇
世
帯
で
あ
っ

た
国
分
寺
の
世
帯
数
は
、
約
三
五
年
で
一
三
．七
倍
に
も
膨
れ
上

が
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
ま
で
世
帯
数
の
変
化
に
着
目
し
て
き
た
が
、
こ
こ
か
ら
は

人
口
と
世
帯
数
の
関
係
に
着
目
し
て
み
よ
う
。
図
４
は
人
口
と
世

帯
数
の
前
年
比
の
増
減
率
を
表
し
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
一
見
し
て

人
口
・
世
帯
数
と
も
に
同
じ
よ
う
な
動
き
を
示
し
て
い
る
が
、
多

く
の
年
で
世
帯
数
の
方
が
増
加
率
が
高
い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

前
年
比
で
見
た
時
に
、
人
口
よ
り
も
世
帯
数
の
伸
び
が
大
き
い
と

い
う
こ
と
は
、
一
世
帯
あ
た
り
の
人
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い

う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

図
５
は
人
口
を
世
帯
数
で
割
っ
て
出
し
た
一
世
帯
当
た
り
の
平

均
人
数
の
変
化
で
あ
る
。全
体
的
に
右
肩
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、

一
世
帯
当
た
り
の
人
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
よ
り
明
確
と
な

る
。
戦
後
の
日
本
で
は
、
核
家
族
化
が
進
み
、
ま
た
単
身
世
帯
も

増
加
し
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
国
分
寺
に
お
い
て
も
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同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

一
方
で
、
必
ず
し
も
世
帯
人
数
が
減
少
し
続
け
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
例
え
ば
昭
和
一
五
年
は
人
口
増
加
率
が
世
帯
増
加
率
を

上
回
っ
た
年
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
世
帯
平
均
人
数
も
上
昇
に

転
じ
、
一
世
帯
当
た
り
の
人
数
が
五
．四
八
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
年
は
戦
前
・
戦
中
期
に
お
い
て
は
人
口
の
増
加
が
顕
著
に
多

い
年
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
世
帯
数
も
増
加
は
し
て
い
る
が
、
人

口
と
異
な
り
増
加
数
が
他
の
年
と
比
べ
て
突
出
し
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
世
帯
当
た
り
の
人
数
の
増
加
が

見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

戦
後
に
な
る
と
、
昭
和
一
五
年
に
見
せ
た
よ
う
な
事
例
は
見
ら

れ
な
く
な
り
、
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
人
数
の
減
少
傾
向
は
よ
り

顕
著
に
な
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
一
世
帯
あ
た
り
の
平

均
人
数
の
上
昇
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
昭
和
二
二
年
は
人

口
と
世
帯
数
の
前
年
比
増
加
率
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

先
に
も
見
た
よ
う
に
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
よ
り
出
生
数
が

増
加
す
る
と
、
ご
く
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、
人
口
の
増
加
率
が

世
帯
増
加
率
を
上
回
る
年
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
当
然
世
帯
平

均
人
数
に
も
現
わ
れ
て
お
り
、
一
時
的
な
上
昇
傾
向
を
見
せ
る
。

　

し
か
し
、
二
〇
年
代
後
半
以
降
は
前
年
比
の
世
帯
増
加
率
が
人

3
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５
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年

　図５　昭和 5 年～ 39 年　国分寺における世帯人数の変化（各年 1 月 1 日時点）
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口
増
加
率
を
大
き
く
上
回
る
年
が
多
く
な
っ
て
い
く
。
そ
の
結

果
、
世
帯
の
平
均
人
数
も
減
少
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
く
。
昭
和
五

年
に
は
世
帯
平
均
人
数
は
、
五
．四
二
人
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
年

に
五
を
下
回
っ
て
四
．八
六
人
に
な
る
と
、
三
六
年
に
は
四
を
下

回
っ
て
三
．九
七
人
に
、
市
制
施
行
の
年
で
あ
る
三
九
年
に
は
三
．

四
二
人
に
ま
で
減
少
し
た
。

　
　
む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
か
ら
、
市
制
が
施
行
さ
れ

る
三
九
年
ま
で
の
人
口
及
び
世
帯
数
の
変
遷
に
着
目
し
な
が
ら
、

国
分
寺
市
域
の
変
化
を
探
っ
て
き
た
。
国
分
寺
市
は
こ
れ
ま
で
大

き
な
あ
る
い
は
長
期
的
な
人
口
や
世
帯
数
の
減
少
は
経
験
し
て
い

な
い
。
今
回
取
り
上
げ
た
時
期
に
つ
い
て
も
、
男
女
別
に
見
る
と

細
か
い
減
少
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
人
口
・
世
帯
数
と
も

に
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
増
加
の
傾
向
を
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
時
期
ご
と
の

特
徴
が
見
ら
れ
た
。
特
に
終
戦
直
後
に
は
、
引
揚
げ
や
復
員
と
見

ら
れ
る
人
口
増
が
確
認
で
き
た
り
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
影

響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
増
加
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
二
〇
年

代
後
半
以
降
に
な
る
と
、
人
口
・
世
帯
数
と
も
増
加
の
ス
ピ
ー
ド

は
増
し
て
い
く
。
特
に
三
〇
年
代
半
ば
以
降
の
増
加
は
短
期
間
で

急
激
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
の
国
分
寺
町
が
大
き
く
変
化
し
て

い
く
中
で
市
制
を
施
行
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
人
口
や
世
帯
数

の
変
化
か
ら
も
想
像
で
き
よ
う
。

　

一
方
で
、
今
回
は
人
口
や
世
帯
数
の
変
遷
と
い
う
統
計
資
料
に

着
目
し
た
の
み
で
、
周
辺
資
料
を
十
分
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
た

と
は
言
い
難
い
。
今
後
は
周
辺
資
料
や
周
辺
自
治
体
の
情
報
を
用

い
る
こ
と
で
、
国
分
寺
の
特
色
を
よ
り
鮮
明
に
し
て
い
き
た
い
。

註1　
『
市
報
国
分
寺
』
第
一
四
九
四
号
（
二
〇
二
五
年
四
月
一
日
）

2　

人
口
及
び
世
帯
数
の
統
計
情
報
は
、『
国
分
寺
市
統
計
』
の

各
年
度
の
も
の
を
用
い
た
。
な
お
、人
口
の
推
移
に
つ
い
て
は
、

国
分
寺
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
国
分
寺
市
史　

下
巻
』（
国

分
寺
市
、
一
九
九
一
年
）
で
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
（
第
11
章

「
人
口
増
加
と
移
動
―
統
計
に
み
る
変
化
」
ほ
か
）。
特
に
北
多

摩
郡
を
含
む
周
辺
地
域
と
の
比
較
に
も
紙
幅
を
割
い
て
い
る
の

で
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

3　

前
掲
註
２
『
国
分
寺
市
史　

下
巻
』
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4　

前
掲
註
２
『
国
分
寺
市
史　

下
巻
』。
国
分
寺
村
の
町
制
施

行
は
、
皇
紀
二
六
〇
〇
年
の
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。

5　

大
正
九
年
国
勢
調
査
（e-Stat https://w

w
w.e-stat.go.jp/

stat-search/files?page=1&
layout=datalist&

toukei=00
200521&tstat=000001036875&cycle=0&tclass1=00
0001036876&tclass2val=0

）。
な
お
、
国
勢
調
査
の
基
準

日
は
、
調
査
年
の
一
〇
月
一
日
で
あ
る
。

6　

前
掲
註
２
『
国
分
寺
市
統
計
』

7　

前
掲
註
２
『
国
分
寺
市
史　

下
巻
』　

8　

昭
和
二
九
年
一
月
一
日
現
在
。（『
統
計
書
』
小
平
市
）　

9　

国
分
寺
町
が
市
と
な
る
べ
く
ま
と
め
た
「
国
分
寺
町
を
市
と

す
る
処
分
申
請
書
」
に
つ
い
て
は
、
本
書
中
の
西
木
浩
一
「
資

料
編
さ
ん
事
業
が
も
た
ら
す
も
の
―
地
域
資
料
を
守
る
、
活
か

す
―
」（『「
國
分
寺
學
」
を
学
ぶ
』
第
一
号
、
二
〇
二
五
年
）

に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

10　
「
活
発
化
し
た
緑
地
地
帯
設
定
反
対
運
動
」（『
国
分
寺
町
報
』

第
一
六
号
、
昭
和
三
一
年
一
二
月
一
日
）、「
緑
地
地
帯
設
定
反

対
そ
の
後
の
動
向
」（『
国
分
寺
町
報
』
第
一
七
号
、
昭
和
三
二

年
四
月
二
五
日
）。
昭
和
三
一
年
一
二
月
二
日
に
は
「
緑
地
帯

設
置
反
対
国
分
寺
町
住
民
大
会
」
が
開
か
れ
て
い
る
（『
国
分

寺
市
史　

下
巻
』）。

11　

前
掲
註
２
『
国
分
寺
市
史　

下
巻
』

12　

長
谷
川
康
「
鉄
道
技
術
研
究
所
の
紹
介
」（『
伝
熱
研
究
』
第

三
巻
九
号
、
一
九
六
四
年
）。
こ
の
中
で
長
谷
川
氏
は
、
昭
和

三
八
年
五
月
二
〇
日
現
在
の
所
員
数
を
九
一
九
人
と
紹
介
し
て

い
る
。
こ
の
全
員
が
国
分
寺
に
居
住
し
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
が
、
一
定
数
は
住
民
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

13　
「
恋
ヶ
窪
に
あ
っ
た
旧
町
役
場
」（
国
分
寺
市
教
育
委
員
会
市

史
編
さ
ん
室
編
『
国
分
寺
市
制
施
行
60
周
年
記
念　

資
料
で
た

ど
る
国
分
寺
の
あ
ゆ
み
～
村
か
ら
町
へ
、
そ
し
て
市
制
の
誕
生

～
』
二
〇
二
五
年
三
月
）

14　

こ
の
時
建
設
さ
れ
た
新
庁
舎
は
、
耐
震
強
度
の
問
題
が
発
覚

し
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
も
、
同
地
に
市
役
所
は
置
か
れ
て
い
た
が
、
令
和
七
年

（
二
〇
二
五
）
一
月
に
泉
町
の
新
庁
舎
に
移
転
し
、
戸
倉
の
町

役
場
・
市
庁
舎
は
六
一
年
に
わ
た
る
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

み
や
か
わ　

の
ぶ
お　
市
史
編
さ
ん
室


